
689資料・写真協力者及び提供者一覧

○
公
共
団
体

阿
見
町
予
科
練
平
和
記
念
館
、
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
、
宇
佐
市
教
育
委
員
会
、
大
阪
大
学
、
大
村
市
教
育
委
員
会
、
大
村
市
立
図
書
館
、
大
村
市
立
史

料
館
、
大
村
市
立
福
重
小
学
校
、
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
、
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
史
料
館
、
鹿
屋
市
農
林
商
工
部
商
工
観
光
課
、
厚
生
労
働

省
社
会
援
護
局
業
務
課
、
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
、
国
立
科
学
博
物
館
、
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究
所
、
国
立
公

文
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
衆
議
院
憲
政
記
念
館
、
仙
北
市
立
角
館
樺
細
工
伝
承
館
、
飯
能
市
郷
土
館
、
長
崎
県
立
大
村
高

等
学
校
、
長
崎
原
爆
資
料
館
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
、
中
野
区
、
波
佐
見
町
教
育
委
員
会
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
、
北
海
道
大
学
大
学
文
書
館
、
北
海

道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
、
靖
國
偕
行
文
庫
、
陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
屯
地

○
神
社
・
寺
院

正
法
寺
、
富
松
神
社
、
氷
川
神
社

○
出
版
社
・
報
道
機
関

大
阪
大
学
出
版
会
、
株
式
会
社
講
談
社
、
株
式
会
社
国
書
刊
行
会
、
株
式
会
社
新
紀
元
社
、
株
式
会
社
都
市
製
図
社
、
株
式
会
社
長
崎
新
聞
社
、
株
式
会

社
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
株
式
会
社
浜
島
書
店
、
株
式
会
社
毎
日
新
聞
社
、
弦
書
房

○
一
般

愛
合
圓
治
、
石
尾
和
貴
、
一
般
財
団
法
人
野
間
文
化
財
団
講
談
社
野
間
記
念
館
、
今
富
　
栄
、
上
野
信
敏
、
上
野
盛
夫
、
瓜
生
田
和
孝
、
遠
藤
興
一
、
大

草
光
介
、
大
久
保
惠
子
、
大
村
市
消
防
団
第
六
分
団
、
大
村
市
南
高
人
会
、
神
近
義
光
、
川
棚
町
新
谷
郷
自
治
会
、
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
長
崎
支
社
、

旧
第
二
十
一
海
軍
航
空
廠
殉
職
者
慰
霊
塔
奉
賛
会
、
久
田
松
和
則
、
恵
迪
寮
同
窓
会
、
公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協
会
緑
と
水
の
市
民
カ
レ
ッ
ジ
み
ど

り
の
図
書
館
東
京
グ
リ
ー
ン
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
、
西
肥
自
動
車
株
式
会
社
、
社
会
福
祉
法
人
瀧
乃
川
學
園
石
井
亮
一
・
筆
子
記
念
館
、
社
会
福
祉
法
人
光
と

緑
の
園
、
笹
山
ト
ヨ
子
、
田
中
　
誠
、
田
中
　
恵
、
長
崎
県
立
大
村
中
学
校
第
四
十
七
〜
五
十
一
回
卒
業
生
、
長
崎
　
毅
、
中
村
　
稔
、
中
村
ま
す
み
、

永
田
貞
子
、
原
町
町
内
会
、
福
田
誠
之
郎
、
平
和
祈
念
戦
史
資
料
館
設
立
準
備
室
、
馬
来
丸
戦
没
者
慰
霊
碑
建
設
委
員
会
解
散
整
理
委
員
会
、
三
菱
重
工

資
料
・
写
真
協
力
者
及
び
提
供
者
一
覧
　（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）
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式
会
社
長
崎
造
船
所
史
料
館
、
松
下
貞
義
、
宮
田
容
子
、
村
井
敏
郎
、
村
嶋
寿
深
子
、
明
治
学
院
歴
史
資
料
館
、
森
本
信
一
、
山
下
常
道
、
渡
邊
　
敬

○
編
集
協
力
者

　
大
村
市
教
育
委
員
会



691編さん関係者名簿

○
大
村
市
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員

	

委
員
長	

	

吉
野
　
　
哲	

大
村
市
副
市
長

	

副
委
員
長	

	
田
中
　
　
誠	

大
村
市
元
助
役

	

委
員

	

有
識
者

	
	
	

後
藤
惠
之
輔	
長
崎
大
学
名
誉
教
授

	
	
	

脇
田
　
安
大	
公
益
財
団
法
人
な
が
さ
き
地
域
政
策	

	
	
	
	

研
究
所
理
事
長

	
	
	

髙
塚
か
ず
子	

長
崎
県
教
育
委
員
会
元
委
員
長

	
	
	

福
田
　
年
子	

長
崎
県
立
川
棚
高
等
学
校
元
教
頭

	
	
	

松
尾
　
洋
子	

大
村
市
教
育
委
員
会
元
委
員

	
	
	

船
橋
　
修
一	

九
州
教
具
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

	
	
	

溝
江
　
宏
俊	

大
村
市
教
育
委
員
会
教
育
長

	

専
門
家

	
	
	

藤
野
　
　
保	

中
央
大
学
元
教
授

	
	
	

清
水
　
紘
一	

中
央
大
学
元
教
授

	
	
	

満
井
　
録
郎	

長
崎
県
立
大
村
高
等
学
校
元
校
長

	
	
	
	

（
～
平
成
二
十
七
年
十
一
月
九
日
）

	
	
	

梅
田
　
和
郎	

長
崎
県
立
美
術
博
物
館
元
館
長

	
	
	

久
田
松
和
則	

大
村
市
文
化
財
審
議
会
会
長（
富
松		

	
	
	
	

神
社
宮
司
）

	
	
	

大
石
　
一
久	

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
元
研
究
グ

	
	
	
	

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

○
大
村
市
史
編
集
委
員
会
委
員

	

委
員
長	

	

藤
野
　
　
保	

中
央
大
学
元
教
授

	

副
委
員
長	

	

久
田
松
和
則	

大
村
市
文
化
財
審
議
会
会
長
（
富
松

神
社
宮
司
）

	

委
員	

松
岡
　
數
充	

長
崎
大
学
名
誉
教
授

	
	
	

阪
口
　
和
則
　
長
崎
県
立
大
村
高
等
学
校
元
教
諭

	
	
	

宮
﨑
　
正
隆
　
長
崎
県
立
諫
早
高
等
学
校
元
教
諭

	
	
	

秀
島
　
貞
康
　
諫
早
市
教
育
委
員
会
文
化
課
元
参
事

	
	
	

満
井
　
録
郎
　
長
崎
県
立
大
村
高
等
学
校
元
校
長

	
	
	
	

（
～
平
成
二
十
七
年
十
一
月
九
日
）

	
	
	

大
石
　
一
久
　
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
元
研
究
グ

	
	
	
	

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

	
	
	

清
水
　
紘
一	

中
央
大
学
元
教
授

	
	
	

五
野
井
隆
史	

東
京
大
学
名
誉
教
授

	
	
	

半
田
　
隆
夫	

福
岡
女
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ
ン

	
	
	
	

タ
ー
講
師

編
さ
ん
関
係
者
名
簿︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶



692

	
	
	

柴
多
　
一
雄	

長
崎
大
学
名
誉
教
授

	
	
	

髙
野
　
信
治	

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研

	
	
	
	

究
院
教
授

	
	
	

田
中
　
　
誠	

大
村
市
元
助
役

	
	
	

梅
田
　
和
郎	

長
崎
県
立
美
術
博
物
館
元
館
長

	
	
	

杉
谷
　
　
昭	

佐
賀
大
学
名
誉
教
授

	
	
	

長
野
　
　
暹	

佐
賀
大
学
名
誉
教
授

○
第
四
巻
　
専
門
部
会

	

近
代
部
会

	

部
会
長	

	

久
田
松
和
則	
大
村
市
文
化
財
審
議
会
会
長
（
富
松

神
社
宮
司
）

	

委
員	

杉
谷
　
　
昭	

佐
賀
大
学
名
誉
教
授

	
	

長
野
　
　
暹	

佐
賀
大
学
名
誉
教
授

	
	

吉
田
　
洋
一	

久
留
米
大
学
文
学
部
国
際
文
化
学
科

准
教
授

	
	

徳
永
　
武
将	

平
和
祈
念
戦
史
資
料
館
設
立
準
備
室

室
長

○
第
四
巻
　
執
筆
者

　
近
代
編

	
	
	

久
田
松
和
則	

大
村
市
文
化
財
審
議
会
会
長
（
富
松

神
社
宮
司
）

	
	
	

杉
谷
　
　
昭	

佐
賀
大
学
名
誉
教
授

	
	
	

長
野
　
　
暹	

佐
賀
大
学
名
誉
教
授

	
	
	

清
水
　
紘
一	

中
央
大
学
元
教
授

	
	
	

森
山
　
信
孝	

大
村
史
談
会
会
員

	
	
	

熊
野
　
道
雄	

大
村
史
談
会
会
員

	
	
	

森
崎
　
兼
廣	

大
村
史
談
会
会
員

	
	
	

吉
田
　
洋
一	

久
留
米
大
学
文
学
部
国
際
文
化
学
科

准
教
授

	
	
	

徳
永
　
武
将	

平
和
祈
念
戦
史
資
料
館
設
立
準
備
室

室
長

	
	
	

盛
山
　
隆
行	

大
村
市
総
務
課
市
史
編
さ
ん
室
嘱
託

員

	
	
	

佐
原
　
貴
子	

大
村
市
総
務
課
市
史
編
さ
ん
室
嘱
託

員
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○
監
修
者

　
全
巻

	
	
	

久
田
松
和
則	

大
村
市
文
化
財
審
議
会
会
長
（
富
松

神
社
宮
司
）

	
	
	

柴
多
　
一
雄	

長
崎
大
学
名
誉
教
授

　
第
四
巻（
近
代
編
）

	
	
	

久
田
松
和
則	

大
村
市
文
化
財
審
議
会
会
長
（
富
松

神
社
宮
司
）

○
大
村
市
総
務
課
市
史
編
さ
ん
室

	

室
長	

大
野
　
安
生
　
　

	

係
長	

有
川
　
大
輔	

（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
～

	
	
	

九
月
三
十
日
）

	

職
員	

片
岡
　
慶
子	

（
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
～
）

	

嘱
託
員	

佐
原
　
貴
子	

第
四
巻
担
当

	
	
	

盛
山
　
隆
行	

第
四
巻
副
担
当
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大
村
地
方
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
に
大
村
純
忠
と
い
う
人
物
が
登
場
し
、
日
本
史
上
に
大

き
な
足
跡
を
残
し
た
。
ま
た
江
戸
時
代
か
ら
近
代
へ
の
転
換
期
に
も
、
大
村
藩
は
ま
た
も
や
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
。

本
編
第
四
巻
は
、
大
村
が
近
代
国
家
の
国
づ
く
り
に
果
た
し
た
役
割
、
そ
し
て
近
代
国
家
下
で
再
編
さ
れ
た
大
村
と
い
う

地
域
社
会
で
の
歴
史
の
展
開
、
そ
の
八
〇
年
余
を
詳
論
し
た
。
執
筆
者
一
〇
名
で
専
門
分
野
を
担
当
し
、
巻
末
の
「
近
代
に

活
躍
し
た
大
村
の
人
々
」「
戦
争
体
験
記
録
」は
、
市
史
編
さ
ん
室
事
務
局
が
担
当
し
た
。

二
七
〇
年
間
続
い
た
江
戸
幕
府
を
打
倒
す
る
に
は
、莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
っ
た
。大
村
藩
は
そ
の
一
翼
を
担
っ

た
。
そ
の
た
め
に
明
治
維
新
後
は
か
つ
て
の
大
藩
な
み
の
待
遇
を
受
け
、
新
し
い
国
づ
く
り
に
活
躍
し
た
多
く
の
大
村
人
が
、

明
治
新
国
家
の
要
人
と
な
り
更
に
は
新
国
家
建
設
に
励
ん
で
い
っ
た
。
こ
の
分
野
は
蓄
積
さ
れ
た
先
行
研
究
を
丹
念
に
整
理

し
、
加
え
て
維
新
時
の
大
村
藩
の
兵
器
調
達
、
長
崎
裁
判
所
と
三
治
制
、
浦
上
信
徒
配
流
事
件
、
版
籍
奉
還
と
廃
藩
置
県
な

ど
、
今
ま
で
や
や
薄
層
で
あ
っ
た
部
分
を
よ
り
明
ら
か
に
し
た
。

明
治
と
い
う
時
代
の
到
来
に
よ
っ
て
、
殊
に
産
業
・
教
育
・
交
通
通
信
は
大
き
く
発
展
し
て
い
く
。
こ
の
分
野
も
多
彩
な

史
料
を
駆
使
し
て
大
村
地
方
の
歩
み
を
詳
し
く
述
べ
た
。

城
下
町
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
た
現
大
村
市
域
は
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
そ
の
行
方
が
危
惧
さ
れ
る
な
か
、
陸
海
軍
の
駐

屯
、
海
軍
航
空
廠
の
開
設
に
よ
っ
て
軍
事
機
能
を
備
え
る
地
方
都
市
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
の
都
市
機
能
は
昭

あ
と
が
き
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和
二
十
年
を
も
っ
て
終
わ
る
が
、
そ
れ
よ
り
七
〇
年
、
人
々
の
記
憶
か
ら
遠
の
く
ほ
ど
の
年
月
が
経
過
し
た
。
こ
の
節
目
の

年
に
戦
前
の
大
村
の
都
市
機
能
を
整
理
す
る
の
も
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

巻
末
に
は
近
代
に
活
躍
し
た
大
村
人
二
〇
人
を
抽
出
し
た
が
、
郷
土
の
人
物
伝
と
い
う
愛
着
か
ら
我
田
引
水
に
陥
る
こ
と

な
く
、
客
観
的
、
正
確
な
史
料
に
よ
っ
て
各
人
物
像
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

現
代
の
社
会
構
造
は
本
編
で
明
ら
か
に
し
た
近
代
以
降
の
歴
史
が
根
幹
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
本
編
が
大
方
の

手
に
取
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

本
編
編
さ
ん
に
当
た
り
史︵
資
︶料
や
図
版
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
は
、
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

平
成
二
十
八
年
三
月

近
代
部
会
長
　
久
田
松
　
和
則



平
成
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十
八
年
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十
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発
行

 

編
　
　
　
集 
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村
市
史
編
さ
ん
委
員
会

 

発

　

行 

大
村
市

 
 

〒
八
五
六
│
八
六
八
六

 
 

　
長
崎
県
大
村
市
玖
島
一
丁
目
二
五
番
地

 
 

電
　
話
　
〇
九
五
七
│
五
三
│
四
一
一
一（
代
表
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制
　
　
　
作 

株
式
会
社
　
ぎ
ょ
う
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い

 
 

〒
一
三
六
│
八
五
七
五

 
 

　
東
京
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江
東
区
新
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場
一
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目
一
八
│
一
一

 
 

電
　
話
　
〇
三
│
六
八
九
二
│
六
六
六
六

 

印
　
　
　
刷 

㈱
康
真
堂
印
刷

 
 

〒
八
五
六
│
〇
〇
一
六

 
 

　
長
崎
県
大
村
市
原
町
四
六
七
│
一
二

 
 

電
　
話
　
〇
九
五
七
│
五
五
│
〇
三
七
一

第
四
巻
近
代
編

新
編

大
村
市
史




